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■研究題目 
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■研究代表者・分担者 氏名 

 長谷川 素子（臨床心理学コース）（代表者） 

■研究成果概要（目的、実施内容、結果、今後の課題など） 

背景・目的 

 終末期医療において患者の意思を尊重した治療や療養の決定が望ましいとされている．

しかし，終末期の約 70％の患者は意思決定ができなくなることが報告されており

(Silveria MJ,2010)，日本では家族が患者の代理意思決定を担うことが多い(上村，2013)．

終末期の代理意思決定の中には，患者の生命維持の中止を決めるような倫理的な判断を求

められ，家族に負担感や自責感を生じさせるものもある(木澤，2016)．代理意思決定に関

わらず，家族の罪悪感は，家族の QOL(Duggleby, 2014)や抑うつ(Spiller,2008)，不安や

介護負担感(Losada,2010)と関連し，死別後に病的な悲嘆が生じる遺族は強い罪悪感を経

験していることが報告されている(Parks,1987)．したがって，終末期がん患者の代理意思

決定に伴う罪悪感に関する知見は，終末期がん患者の家族の心理的支援だけでなく，遺族

の心理的支援を考えるうえでも有益であるといえる． 

 代理意思決定の先行研究から，患者の意向が事前にわかっている場合は，代理者の負担

や罪悪感が低いことが示唆されている(Handy,2009)．しかし，患者の意向を明示した時

期と実際の決定場面で意向が異なることや，患者との事前の話し合いの重要性が報告され

ているが，話し合うタイミングの難しさや日本の文化的背景から話し合いがしづらいこと

も指摘されているおり，罪悪感の喚起を抑制するような従来の支援に加え，生じた罪悪感

への支援を検討することが必要といえる． 

しかし，家族の意思決定に関する研究は少なく(塩﨑，2017)，罪悪感は代理意思決定に

伴い家族が経験する心理的特徴として挙げられるに留まる(牧野，2018)． 

心理学における罪悪感は，社会的感情と呼ばれ，他者に損害を与えるといった社会的苦

境場面において感じる否定的な感情と定義されている．これまでに，対人関係の維持や修
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復を目的とした行動を動機づけ、相手への謝罪といった補償行動を生起させることが知ら

れている．罪悪感を経験した後の補償行動には，大きく改善行動と否認行動に分けられ，

改善行動は相手に気を遣って接する，謝罪をする等があり，否認行動は他者のせいにする，

他者に八つ当たりをする等が挙げられている(高木，2009)． 

終末期において，患者への補償行動を家族が行うには時間に限りがあり，患者の反応が

得づらい状況である．さらに，死別後は補償行動の受け手である患者が不在になる．その

ため，患者の関係の維持や修復ができたと実感しづらさがあると予想されるが，正常な悲

嘆反応として罪悪感を経験する家族の多くは徐々に日常生活に適応していくことが知ら

れている．つまり，患者が不在であっても，患者との関係を維持あるいは修復できたと感

じられるような補償行動や罪悪感を緩和する要因が存在すると考えられる．否認行動につ

いては，医療者や周囲の家族への関わり方にネガティブな影響を与え，直接的にも間接的

にも家族の罪悪感の緩和を阻害する可能性が考えられる． 

以上のことをふまえ，本研究では，終末期がん患者の家族が代理意思決定を行った後に

経験する罪悪感について，家族の補償行動や周囲の関わりに注目し，その変化のプロセス

を明らかにすることを目的とする．なお，本研究は研究Ⅰと研究Ⅱから構成されており，

研究Ⅰでは，遺族を対象とした調査を実施した．研究Ⅱでは，家族あるいは遺族支援を行

っている医療者の視点から調査を行い，幅広い知見を得ることを目的とした．今回の報告

書は研究Ⅱの医療者を対象とした調査について述べる． 

 

対象・方法 

調査対象者 

調査対象は，遺族外来等で死別後の遺族の支援に携わる医療者とした．適格基準は，遺

族支援に従事した経験年数が 5 年以上の医療者とした．遺族外来等の遺族支援を行う機関

を要する病院の担当部署に所属する医療者に調査協力の依頼を行い，研究の趣旨を理解し

調査への協力に同意が得られた医療者に対し，調査当日に再度，調査の趣旨と概要を口頭

で説明し，同意が得られた医療者に調査を実施した． 

 

方法 

予備調査  

本調査に先立ち，使用する質問紙やインタビューガイド内の質問に対する回答のしやす

さ，内容の妥当性の検討を目的とする予備調査を実施した．遺族外来に従事する心理士 1

名に実際にインタビュー調査を実施し，得られた回答を参考にインタビューで使用する図

や表の構成，提示の仕方を修正した． 
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本調査 

修正したインタビューガイドを用いて，半構造化面接によるインタビュー調査を行っ

た．面接時間は 60～90 分程度，面接回数は 1 回とした．調査期間は 2021 年 1 月～2 月

であった．なお，新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，オンラインによるインタ

ビューを実施した． 

本研究における，終末期がん患者の家族による代理意思決定とは，患者との意思疎通が

取れない状況の有無に関わらず，患者の療養や治療に関する決定を家族が主体的に行なっ

た意思決定と定義した．また，罪悪感は，家族が実施した決定による患者への影響を考え

た際、患者への申し訳なさ、患者に何か悪いことをしてしまったように感じること、決定

への後悔、自分を責める気持ち等と定義した． 

インタビューの調査内容は，(1)家族が経験する罪悪感の内容，(2)家族の罪悪感に対す

る反応や行動，(3)周囲（他の家族メンバーや友人）の関わりやサポート，(4)罪悪感の変

化について，遺族を対象として実施した調査結果に修正や追加する点とした．インタビュ

ー内容は，対象者の同意を得て，レコーダーに録音した．  

解析   

インタビュー内容はレコーダーに録音し，逐語録を作成した．すべての発言を文節ごと

に分類し，意味内容を損なわないように要約し，コード化した．類似するコードをまとめ，

サブカテゴリーを作成した後，サブカテゴリーを分類し，カテゴリーを作成した．以下，

コードは「」で，サブカテゴリーは［］で，カテゴリーは【】を用いて示す． 

倫理的配慮 

本研究は，東北大学大学院教育学研究科の倫理委員会に計画書及び質問紙，インタビュ

ーガイドを提出し，承認を得て実施した． 

 

結果 

対象者 

調査対象者として選定された医療者 7 名に対して研究協力依頼を行い，同意が得られた

4 名(男性 3 名，女性 1 名)の医療者にインタビューを実施した．平均年齢は 49.3± 6.0 歳，

対象者の職種は医師と心理士であり，家族支援への従事年数は 14.8±7.0 年であった．  

支援の対象となる家族と故人との続柄で最も多いのは，配偶者(n=4)であった．家族が

経験した代理意思決定場面は，療養場所の選択(n=4)，鎮静の選択(n=2)，治療の中止の

選択(n=1)，延命治療に関する選択(n=1)であった． 

 

1. 支援を受ける家族の特徴と医療者の支援 

 医療者の支援を受ける家族の特徴として最も多かったのは，【周囲のサポートが得づら
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いこと】であった(n=4)．［周囲に相談することへの家族の抵抗感］，［サポータの不在］，

［家族のニーズと周囲から提供されるサポートの不一致］等の内容が含まれた．医療者の

支援には，家族の決定により生じた感情を支持や受容したり，行った決定の妥当性を医療

者の立場で保障するといった内容を含む【家族の決定に関する認識への支援】や，罪悪感

を含む通常の悲嘆反応がどうなっていくかという見通しを伝えるといった内容を含む【心

理的教育】が得られた． 

 

2. 追加あるいは修正点について 

【看取り期の家族に生じた罪悪感】では，《患者に負担を強いた認識により生じる罪悪

感》において，「家族の決定が患者の生命を短くしたと認識すること」の追加の指摘が得

られた． 

 【看取り期に罪悪感を経験した家族の反応】では，〈治療・療養のサポート〉において，

「患者と意思疎通が取れなくなった時に家族がどうすべきなのかを調べる」という家族自

身にとっても必要な情報を調べる項目の追加の指摘が得られた． 

 看取りから死別直後の家族の罪悪感について，【罪悪感の維持】以外のカテゴリーとし

て，【罪悪感の解消・緩和】の追加の指摘が得られた．また，家族が対処行動を行った結

果として，【罪悪感の捉え方の変化】が生じ，【罪悪感の解消・緩和】に繋がるのではない

かという指摘が得られた． 

【死別後に生じた罪悪感】では，〈以前に喚起した罪悪感を思い出して生じる罪悪感〉

は【罪悪感の維持】に含まれるのではないかという修正の指摘が得られた． 

死別後に喚起した罪悪感への反応として，〈自分だけ幸せになってはいけないと思う〉

〈周囲に遠慮をして感情の表出を避ける〉といった【罪悪感を維持する反応】，飲酒量の

増加のような【日常生活に支障が出る対処行動】，というカテゴリー追加の指摘が得られ

た．また，〈自己開示〉に「罪悪感に関連する話を繰り返し話す」という項目追加の指摘

が得られた． 

死別後の周囲の関わりについては，【家族の意味づけを抑制する関わり】に〈いつまで

も悲しんでいないように励ます〉〈つらさの継続を他の家族から理解してもらえない〉の

追加の指摘が得られた． 

家族の認識の変化について，研究Ⅰの結果で得られた，【家族の肯定的な意味づけを促

す認識】【生成された肯定的な意味づけ】【生成された意味づけの統合】のような一連の意

味づけのプロセスを経ずに，【罪悪感との共存】に至る，あるいは生活に支障が出るよう

な形で【罪悪感が維持】される家族の存在が指摘された． 

 

考察 

 本研究では，医療者の視点を加えることにより，終末期がん患者の家族が代理意思決定
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後に経験する罪悪感について，罪悪感により精神的な不適応をきたす家族の反応や周囲の

関わり，罪悪感の変化についての示唆が得られた． 

 最も重要な本研究の結果は，医療者を含めた周囲の関わりにより，家族が行った決定が

受容され，許される感覚を家族が得られることが罪悪感の緩和に重要であることが示唆さ

れたことである．罪悪感が社会的感情であり，周囲の関係性が罪悪感の補償行動に影響す

るという先行研究の結果があることから(古川，2016)，罪悪感の認識にも周囲との関係性

が影響し，罪悪感が緩和することが考えられる．家族の罪悪感について周囲の理解が得ら

れること，周囲が継続して支持的な関わりをすることが重要であると考えられる． 

 次に重要な本研究の結果は，死別後の罪悪感への反応として，つらさの表出が継続する

こと，周囲との関係性を考えて家族自身が辛さの表出を抑制して振る舞うことが示唆され

たことである．遺族が周囲に合わせて無理をして元気にふるまう様子を，周囲が「元気に

なった」と評価することに遺族が傷ついていることが報告されており(石田，2016)，周囲

に対する家族のつらさを表出する際の難しさがあると考えられる．また，つらさの表出が

継続すると周囲もどのように関わってよいのかわからなくなることが予想され､周囲は悪

気なく家族を傷つけたり，望まない関わりをしてしまう可能性が考えられる． 

今後さらなる検討が必要と考えられる点は，罪悪感に対する肯定的な意味づけのプロ

セスを経ることなく，罪悪感と共存あるいは罪悪感が維持するプロセスの存在が示唆され

たことである．故人との続柄により，精神的問題が異なることが報告されていることから

(坂口,1999)，家族の続柄による罪悪感の経験や変化のプロセスが異なる可能性が考えら

れる．続柄に注目した罪悪感の変化についてのさらなる検討が必要である． 

 以上のことから，家族の罪悪感の緩和には周囲の理解や関わりが必要である．ただし，

周囲に負担がかかるような罪悪感への家族の反応も存在するため，周囲との関係性にネガ

ティブな影響を与える可能性がある．その場合は，周囲の負担も考慮した家族のつらさの

共有の方法を検討しながら，必要に応じて，ピアサポートや支援機関を勧める等の関わり

も必要になると考えられる． 

 本研究の限界として，医療機関で家族や遺族支援を行っている医療者であることが挙げ

られる．周囲のサポートを得ることが難しいため，専門機関で支援を受けるという対処行

動を取ることができる家族以外にも，支援が必要であると考えられるが，家族自身が必要

性を感じない、支援機関に否定的な認識を持っており支援を拒む家族も存在する可能性が

ある．したがって，本研究で得られた結果が，代理意思決定後に罪悪感を経験した家族の

罪悪感の変化のプロセスの内容と一致しない可能性がある．今後は，本研究の知見をもと

に，医療機関以外のピアサポートや遺族会といった遺族支援活動の従事者等に対象を拡大

したインタビュー調査を行うことが必要である． 
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